
(1) 学びの基礎・基本の定着
　・　知識・技能の習得
　・　学習習慣の定着
　・　「めあてとまとめ」「ふりかえ
    り」のある授業の推進

○教科指導における各場面で「めあてとまとめ」
「ふりかえり」の場を設定し、学習事項のアウト
プットをさせながら学習事項の定着を図った。
〇特別支援教育の視点を取り入れた支援を行いなが
ら授業を展開することができた。
○少人数ながら学力や取組状況に個人差があるた
め、一人一人に応じた支援が必要である。特別支援
教育の視点を生かした授業の展開と環境整備をさら
に図っていく必要がある。

Ｂ

(2) 主体的な学びの育成
　・　複式指導の工夫・改善
　・　「学び合い」のある授業の構築

○荒谷小の学びのスタイルを今の児童の実態に合わ
せて変化させながら、一人一人の学力向上のために
取り組むことができた。また、授業の中で聞き合え
る力を育てるための指導法について研修を通して共
通理解を図った。
○児童の実態に応じた、学び合いと習熟の時間のバ
ランス・軽重の付け方について継続して考える必要
がある。

Ｂ

(3) Ｍ学習の充実
　・　Ｍ学習効果を高める準備・評価

○事前の連絡・調整において学習進度の調整を行っ
たり児童の実態に関する情報交換を行ったりするこ
とで集合学習における学びを深めることができた。

Ａ

(4) 特別支援教育の充実
  ・　個に応じた指導の推進

○本年度も児童一人一人のニーズに応じた支援の在
り方について、関係機関と連携して協議・実施する
ことができた。さらに協議する場面を増やし、より
良い支援のための情報交換に努めたい。

Ａ

・授業でも元気に対応し、先生と
児童の受け答えができている

Ａ
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(1) キャリア教育の充実
　・　ねらいと方法の明確化

○コロナの影響を受けつつも可能な限り児童がふる
さとに対する興味・関心や問題意識をもち、学んだ
ことから再発見したり、発信したりすることができ
た。また、自然とのふれあいや栽培活動等の体験を
充実させることができた。

Ａ

(2) ふるさと教育の充実
　・　わくわく学習の推進及び協力者
　　との連携
　・　Ｃ学習の計画的実践

○応援隊の方々にご協力いただき、充実した学習活
動を展開することができた。児童はこれまでの上級
生や自身の取組を参考にしながら学習に取り組んで
いた。
○コロナの影響で本年度実施できなかった行事の引
継や共通理解をする確実に行う必要がある。

Ｂ

(1)　読書活動の推進

○「読書貯金通帳」「ファミリー読書週間」「こん
な本読んだよ」「保護者及び職員による読み聞か
せ」等を通して読書を推進する多様な活動が実施で
きた。

Ｂ

(2)　ICT活用・メディアリテラシーの
　 育成

○リテラシーについては総合的な学習の時間を中心
に具体的な場面で必要に応じたスキルを身に付けさ
せるようにしてきた。
○ＩＣＴ推進については、一人一端末の整備に向け
た準備と教科・単元における効果的な活用の研修を
行う必要がある。

Ｂ

・地域、自分の住んでいるところ
に興味をもち、進んで学ぶことが
できている。
・コロナで実施できなかった行事
があり、応援隊の方が成果を見る
機会がなかった。
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